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もし、健康診断結果が「問題なし」だったとしても、基準値ギリギリの数値が並んでいたとしたら、暗転するリスクがあります。 

逆によくない結果が出ていても、運動・栄養・休息のバランスを重視した生活に変えることで、健康により近づくこともできます。 

健康診断を受けて終わり、ではなく、前年度の健康診断結果と比較し、自分のからだの傾向を知ることも大切です。 

健やかな毎日を送り続けるために、体に変化があればその変化に合わせて、生活を改善していきましょう。 

総務グループのアップ UP 通信 10 月号 Vol.72 2017/9/25 

みなさん、健康診断の結果はもうでましたか？結構ドキドキしながら結果を確認する割に、聞きなれない 

単語が多いせいで、「異常なし」や「要検査」などの結果だけ見てしまうのではないでしょうか。 

今月は、健康診断結果の見方について、調べてみましたので、是非参考にしてください☆ 

健康診断で何がわかるの？ 

健康診断は、病気の早期発見のために行われます。しかし、診断結果の数値を見ても、イマイチ理解できずに放置して 

しまったり、結果がよくなくても、どうしたらいいのかわからないという人もいるのではないでしょうか。 

健康診断は、自分のからだのチェックができる絶好のチャンスです。数値の見方を一覧表にしましたので、是非、自分の 

結果と照らし合わせてみてください。検査結果を理解して、健康維持や病気の予防・早期発見に役立ててくださいね。 

からだのサインを受け取りましょう 

※日本人間ドッグ協会の判定区分数値を参考にしています。基準値（正常値）は、万国共通の厳密な区分ではありませんのでご了承ください。 


